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補助事業名 2020年度 鋳造機械の国際競争力に資する標準化推進補助事業 

補助事業者名 (一社)日本鋳造協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

日本の鋳造機械産業の国際競争力の維持強化に資する国際標準規格を策定することを目的

とする。日本鋳造協会がProjectメンバーとしてISO/TC306活動に参加している目的は、日系

鋳造機械事業者が国内外で販売する新規設備が世界基準とみなされることで、日本の鋳造機

械を使い続けていきやすい環境を醸成することである。 

 

（２）実施内容 

① 第 4 回 ISO/TC306 本会議報告と国際会議開催状況 

(https://foundry.jp/foundry2018/wp-content/uploads/2020/12/4thISO_TC306.pdf) 

2020年11月26日、27日 に WEB で開催された第 4 回 ISO/TC306 の本会議に出席した。本会

議の参加者は議長と事務局長と WG1 の委員長他で中国から 12 名、WG2,WG3,WG4 の委員長

他でドイツから 8 名、スイスから 2 名、イタリアから 1 名、そして日本は JFS と JDMMA 

の専門家中心の 8 名と総勢 31 名での開催となった。 

 

２ 予想される事業実施効果 

日本と欧州・中国との鋳造機械の規格に相違がある実情を鑑みて、またWTO/TBT（世界貿易

機関/貿易の技術的障害に関する協定により国際規格を用いることが義務付けられているこ

とから、ISO/TC306に積極的な意見や規格提案をすることは重要である。会議に積極的に参

加することにより、日系鋳造機械が欧州や中国に対抗してグローバル市場での強い競争力を

維持していくことができている。また日本にとって不利な規格化を可能な限り排除していく

こともできている。 

 

 

３ 補助事業に係る成果物 

 

今年度は報告書・パンフレットの作成は特になし 

 

 

 

 

 

https://foundry.jp/foundry2018/wp-content/uploads/2020/12/4thISO_TC306.pdf


４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般社団法人日本鋳造協会 （ニホンチュウゾウキョウカイ） 

住  所： 〒105-0011 

東京都港区芝公園3-5-8 機械振興会館501号室 

代 表 者： 会長 藤原愼二 （フジワラシンジ） 

担当部署： 国際・機材グループ （コクサイ・キザイグループ） 

担当者名： スタッフ 西原 央 （ニシハラ ヒロシ） 

電話番号： 03-3432-2991 

F  A  X： 03-3433-7498 

E - m a i l： nishihara@foundry.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： https://foundry.jp/ 
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